
(57)【要約】

【課題】ハレーションが発生する場合でも精度のよい合

焦状態が得られるようにする。

【解決手段】マイコン４２に、ハレーション判定部４２

ＡとパッシブＡＦ制御部４２Ｂを設け、このハレーショ

ン判定部４２Ａでは、撮像エリア内で複数に分割された

測距エリアの信号レベルがハレーションレベルにあるか

否かを判定し、上記パッシブＡＦ制御部４２Ｂでは、ハ

レーションレベルにある測距エリアを判定したとき、そ

の測距エリアを除いたエリアにおいてＢＰＦ部４０から

出力された高周波信号により焦点評価演算を行い、この

焦点評価値に基づいて山登り動作によるパッシブオート

フォーカスを行う。この結果、ピントの合った鮮明な拡

大映像等が得られる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
光 軸 方 向 に 移 動 し 焦 点 距 離 を 可 変 に す る 可 動 レ ン ズ を 有 す る 対 物 光 学 系 と 、 こ の 対 物 光 学
系 を 介 し て 被 観 察 体 を 撮 像 す る 固 体 撮 像 素 子 と を 備 え 、 こ の 固 体 撮 像 素 子 の 出 力 か ら 映 像
信 号 を 形 成 す る 電 子 内 視 鏡 装 置 に お い て 、
上 記 映 像 信 号 か ら 上 記 可 動 レ ン ズ の 合 焦 状 態 を 評 価 す る た め の 高 周 波 信 号 を 取 り 出 す 高 周
波 信 号 抽 出 回 路 と 、
上 記 映 像 信 号 に 基 づ き 、 撮 像 エ リ ア を 複 数 に 分 割 し た 各 エ リ ア の 信 号 レ ベ ル が ハ レ ー シ ョ
ン レ ベ ル に あ る か 否 か を 判 定 す る 判 定 回 路 と 、
上 記 高 周 波 信 号 抽 出 回 路 か ら 出 力 さ れ た 高 周 波 信 号 に 基 づ い て パ ッ シ ブ オ ー ト フ ォ ー カ ス
制 御 を す る と 共 に 、 上 記 判 定 回 路 が ハ レ ー シ ョ ン レ ベ ル に あ る 分 割 エ リ ア の 存 在 を 判 定 し
た と き は 、 こ の ハ レ ー シ ョ ン レ ベ ル の 分 割 エ リ ア を 除 い た エ リ ア の 高 周 波 信 号 に 基 づ い て
パ ッ シ ブ オ ー ト フ ォ ー カ ス 制 御 を す る パ ッ シ ブ オ ー ト フ ォ ー カ ス 制 御 部 と 、 を 設 け た こ と
を 特 徴 と す る オ ー ト フ ォ ー カ ス 機 能 を 備 え た 電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は オ ー ト フ ォ ー カ ス 機 能 を 備 え た 電 子 内 視 鏡 装 置 、 特 に 対 物 光 学 系 に 設 け た 可 動 レ
ン ズ に よ っ て 光 学 的 に 拡 大 し た 被 観 察 体 像 を 撮 像 す る と 共 に 、 オ ー ト フ ォ ー カ ス 制 御 を 行
う 電 子 内 視 鏡 装 置 の 構 成 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
電 子 内 視 鏡 装 置 は 、 固 体 撮 像 素 子 で あ る Ｃ Ｃ Ｄ （ Ｃ ｈ ａ ｒ ｇ ｅ 　 Ｃ ｏ ｕ ｐ ｌ ｅ ｄ 　 Ｄ ｅ ｖ
ｉ ｃ ｅ ） 等 を 電 子 内 視 鏡 （ 電 子 ス コ ー プ ） の 先 端 部 に 搭 載 し 、 光 源 装 置 か ら の 光 を 照 明 す
る こ と に よ り 被 観 察 体 内 を 撮 像 し 、 ま た こ の 電 子 内 視 鏡 で 得 ら れ た Ｃ Ｃ Ｄ の 撮 像 信 号 を プ
ロ セ ッ サ 装 置 へ 出 力 し 、 こ の プ ロ セ ッ サ 装 置 で 映 像 処 理 を 施 す こ と に よ り 、 被 観 察 体 の 映
像 を モ ニ タ へ 表 示 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ６ に は 、 こ の 種 の 電 子 内 視 鏡 に お い て 、 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ０ ０ １ １ ４ 号 公 報 等 に 示 さ れ
る よ う な 対 物 レ ン ズ 移 動 機 構 付 き 内 視 鏡 の 先 端 部 の 構 成 が 示 さ れ て い る 。 図 ６ に お い て 、
内 視 鏡 先 端 部 １ の 支 持 部 ２ の 先 端 面 に は 、 観 察 窓 レ ン ズ ３ が 設 け ら れ 、 こ の 観 察 窓 レ ン ズ
３ の 光 路 の 後 側 に 、 プ リ ズ ム ４ 、 カ バ ー ガ ラ ス ５ を 介 し て 固 体 撮 像 素 子 で あ る Ｃ Ｃ Ｄ ６ が
配 置 さ れ る 。 こ の Ｃ Ｃ Ｄ ６ は 、 回 路 基 板 ７ を 介 し て 信 号 線 ８ に 接 続 さ れ て お り 、 こ の 信 号
線 ８ を 介 し て Ｃ Ｃ Ｄ ６ で 撮 像 さ れ た 信 号 は プ ロ セ ッ サ 装 置 へ 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
上 記 観 察 窓 レ ン ズ ３ と プ リ ズ ム ４ と の 間 に は 、 対 物 光 学 系 を 構 成 す る 第 １ 可 動 レ ン ズ １ ０
及 び 第 ２ 可 動 レ ン ズ １ １ が 配 置 さ れ 、 こ の 第 １ 可 動 レ ン ズ １ ０ の 保 持 枠 １ ２ と 第 ２ 可 動 レ
ン ズ １ １ の 保 持 枠 １ ３ は 、 そ の 係 合 孔 １ ２ Ａ と １ ３ Ａ が 円 柱 状 の カ ム 軸 １ ４ の 外 周 に 嵌 合
す る こ と に よ り 、 当 該 カ ム 軸 １ ４ に 取 り 付 け ら れ る 。 ま た 、 上 記 の 係 合 孔 １ ２ Ａ に は カ ム
ピ ン １ ６ 、 係 合 孔 １ ３ Ａ に は カ ム ピ ン １ ７ が 突 出 形 成 さ れ 、 一 方 の カ ム 軸 １ ４ に は 、 そ の
軸 線 に 対 し て 傾 斜 角 度 の 異 な る カ ム 溝 １ ８ ， １ ９ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の カ ム 溝 １ ８ に 上
記 カ ム ピ ン １ ６ 、 カ ム 溝 １ ９ に 上 記 カ ム ピ ン １ ７ が 係 合 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ し て 、 上 記 カ ム 軸 １ ４ に は 、 モ ー タ ２ ０ の 軸 ２ ０ Ｚ が 取 り 付 け ら れ る 。 従 っ て 、 モ ー タ
２ ０ の 回 転 制 御 に よ っ て カ ム 軸 １ ４ を 回 転 さ せ れ ば 、 カ ム 溝 １ ８ ， １ ９ と カ ム ピ ン １ ６ ，
１ ７ の 係 合 に よ っ て 第 １ 可 動 レ ン ズ １ ０ 、 第 ２ 可 動 レ ン ズ １ １ が 光 軸 方 向 に 前 後 移 動 （ 異
な る 量 の 移 動 ） し 、 こ れ に よ っ て 光 学 的 変 倍 （ 拡 大 ） 等 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 近 年 で は 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ６ ３ ０ ５ ８ 号 公 報 に 示 さ れ る よ う に 、 オ ー ト フ ォ ー カ
ス 機 構 を 持 つ よ う に し た も の が 製 作 さ れ て お り 、 こ の オ ー ト フ ォ ー カ ス 機 構 及 び 制 御 に よ

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-294788 A 2004.10.21



れ ば 、 従 来 よ り も ピ ン ト 合 わ せ が 精 密 か つ 詳 細 に 行 わ れ た 拡 大 映 像 等 を モ ニ タ に 表 示 し 、
観 察 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － １ ０ ０ １ １ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ６ ３ ０ ５ ８ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 従 来 の 電 子 内 視 鏡 装 置 に お い て オ ー ト フ ォ ー カ ス 制 御 を 行 う 場 合 で 、 被 観
察 体 内 の 粘 膜 上 で 反 射 し た 光 に よ っ て ハ レ ー シ ョ ン が 生 じ た と き に は 、 合 焦 制 御 の 精 度 が
低 下 す る と い う 問 題 が あ っ た 。 即 ち 、 一 般 に 電 子 内 視 鏡 装 置 で は 粘 膜 で 覆 わ れ た 消 化 器 官
等 を 撮 像 対 象 と す る た め 、 電 子 内 視 鏡 先 端 か ら 照 明 し た 光 が 粘 膜 上 で 反 射 し 、 モ ニ タ 画 面
上 に ハ レ ー シ ョ ン が 発 生 す る 。 そ し て 、 こ の ハ レ ー シ ョ ン が 生 じ た 部 分 の 映 像 信 号 か ら は
、 合 焦 状 態 （ 焦 点 ） を 評 価 す る た め の 信 号 が 得 ら れ な い た め 、 オ ー ト フ ォ ー カ ス 制 御 を 精
度 良 く 行 う こ と が で き な く な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 は 上 記 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 ハ レ ー シ ョ ン が 発 生 す る
場 合 で も 精 度 の よ い 合 焦 状 態 を 得 る こ と が で き る オ ー ト フ ォ ー カ ス 機 能 を 備 え た 電 子 内 視
鏡 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 光 軸 方 向 に 移 動 し 焦 点 距 離 を 可 変 に す る 可 動 レ ン
ズ を 有 す る 対 物 光 学 系 と 、 こ の 対 物 光 学 系 を 介 し て 被 観 察 体 を 撮 像 す る 固 体 撮 像 素 子 と を
備 え 、 こ の 固 体 撮 像 素 子 の 出 力 か ら 映 像 信 号 を 形 成 す る 電 子 内 視 鏡 装 置 に お い て 、 上 記 映
像 信 号 か ら 上 記 可 動 レ ン ズ の 合 焦 状 態 を 評 価 す る た め の 高 周 波 信 号 を 取 り 出 す 高 周 波 信 号
抽 出 回 路 と 、 上 記 映 像 信 号 に 基 づ き 、 撮 像 エ リ ア を 複 数 に 分 割 （ 設 定 ） し た 各 エ リ ア の 信
号 レ ベ ル が ハ レ ー シ ョ ン レ ベ ル に あ る か 否 か を 判 定 す る 判 定 回 路 と 、 上 記 高 周 波 信 号 抽 出
回 路 か ら 出 力 さ れ た 高 周 波 信 号 に 基 づ い て パ ッ シ ブ オ ー ト フ ォ ー カ ス 制 御 を す る と 共 に 、
上 記 判 定 回 路 が ハ レ ー シ ョ ン レ ベ ル に あ る 分 割 エ リ ア の 存 在 を 判 定 し た と き は 、 こ の ハ レ
ー シ ョ ン レ ベ ル の 分 割 エ リ ア を 除 い た エ リ ア の 高 周 波 信 号 に 基 づ い て パ ッ シ ブ オ ー ト フ ォ
ー カ ス 制 御 を す る パ ッ シ ブ オ ー ト フ ォ ー カ ス 制 御 部 と 、 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 例 え ば ８ 分 割 の Ａ ～ Ｈ の 測 距 エ リ ア に お い て ハ レ ー シ ョ ン が あ る か
否 か の 判 定 が 行 わ れ 、 例 え ば 測 距 エ リ ア Ｈ で ハ レ ー シ ョ ン が 生 じ て い る と 判 定 さ れ た と き
は 、 こ の エ リ ア Ｈ を 除 い た Ａ ～ Ｇ の エ リ ア の 高 周 波 信 号 に 基 づ い て パ ッ シ ブ オ ー ト フ ォ ー
カ ス が 行 わ れ る 。 こ の パ ッ シ ブ オ ー ト フ ォ ー カ ス で は 、 映 像 信 号 の 高 周 波 信 号 に よ っ て 焦
点 が 評 価 さ れ （ 又 は コ ン ト ラ ス ト が 評 価 さ れ ） 、 山 登 り 動 作 に よ っ て 合 焦 状 態 が 得 ら れ る
。 即 ち 、 高 周 波 信 号 に 基 づ く 焦 点 評 価 演 算 に よ っ て 山 登 り の 方 向 （ 評 価 が 向 上 す る 方 向 ）
、 即 ち 遠 距 離 （ ∞ ） か ら 至 近 距 離 又 は 至 近 距 離 か ら 遠 距 離 の い ず れ の 方 向 で あ る か が 決 定
さ れ 、 こ の 決 定 に 従 っ て 可 動 レ ン ズ が 動 か さ れ る 。 そ し て 、 こ の 山 登 り 動 作 に お い て 焦 点
評 価 の 値 が 最 大 と な っ た 時 点 で 可 動 レ ン ズ を 停 止 す る こ と に よ り 、 良 好 な 合 焦 状 態 が 得 ら
れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ に は 、 実 施 例 に 係 る オ ー ト フ ォ ー カ ス 機 能 を 備 え た 電 子 内 視 鏡 装 置 の 構 成 が 示 さ れ て
い る 。 図 １ に お い て 、 内 視 鏡 先 端 部 ２ ２ に は 、 図 ６ の 構 成 と 同 様 に 観 察 窓 レ ン ズ ２ ４ の 後
側 に 、 対 物 光 学 系 を 構 成 す る 第 １ 可 動 レ ン ズ （ 又 は 群 ） ２ ５ 及 び 第 ２ 可 動 レ ン ズ （ 又 は 群
） ２ ６ が 配 置 さ れ 、 こ の 第 ２ 可 動 レ ン ズ ２ ６ の 後 側 に 、 カ バ ー ガ ラ ス 等 を 介 し て 固 体 撮 像
素 子 で あ る Ｃ Ｃ Ｄ ２ ７ が 配 置 さ れ る 。 こ の Ｃ Ｃ Ｄ ２ ７ で 撮 像 さ れ た 信 号 は 、 回 路 基 板 及 び
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信 号 線 を 介 し て プ ロ セ ッ サ 装 置 へ 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 上 記 第 １ 可 動 レ ン ズ ２ ５ と 第 ２ 可 動 レ ン ズ ２ ６ は 、 そ れ ぞ れ の ア ク チ ュ エ ー タ ２ ８
Ａ と ２ ８ Ｂ に 取 り 付 け ら れ て お り 、 こ れ ら の ア ク チ ュ エ ー タ ２ ８ Ａ ， ２ ８ Ｂ と し て は 、 圧
電 ア ク チ ュ エ ー タ 、 静 電 ア ク チ ュ エ ー タ 等 の リ ニ ア ア ク チ ュ エ ー タ や 、 図 ６ で 示 し た カ ム
機 構 を 可 動 レ ン ズ ２ ５ ， ２ ６ の そ れ ぞ れ に 配 置 し 、 そ の カ ム 軸 を モ ー タ や 線 状 伝 達 部 材 で
駆 動 す る も の 等 が 用 い ら れ る 。 こ れ ら の ア ク チ ュ エ ー タ ２ ８ Ａ ， ２ ８ Ｂ に よ っ て 上 記 第 １
及 び 第 ２ の 可 動 レ ン ズ ２ ５ ， ２ ６ が 光 軸 方 向 に 相 対 的 に 前 後 移 動 す る こ と に な り 、 第 １ 可
動 レ ン ズ ２ ５ は 主 に オ ー ト フ ォ ー カ ス （ ピ ン ト 合 せ ） の 役 目 を し 、 第 ２ 可 動 レ ン ズ ２ ６ は
光 学 的 変 倍 （ 焦 点 距 離 可 変 ） の 役 目 を す る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
更 に 、 当 該 装 置 に は 、 上 述 し た Ｃ Ｃ Ｄ ２ ７ を 駆 動 す る た め の タ イ ミ ン グ ジ ェ ネ レ ー タ （ Ｔ
Ｇ ） ３ ０ 、 こ の Ｃ Ｃ Ｄ ２ ７ の 出 力 信 号 を 入 力 し て 相 関 二 重 サ ン プ リ ン グ 動 作 と 自 動 利 得 制
御 を す る Ｃ Ｄ Ｓ （ 相 関 二 重 サ ン プ リ ン グ ） ／ Ａ Ｇ Ｃ （ 自 動 利 得 制 御 ） 回 路 ３ １ が 設 け ら れ
、 こ の Ｃ Ｄ Ｓ ／ Ａ Ｇ Ｃ 回 路 ３ １ の 後 段 に は 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ３ ２ 、 各 種 の 映 像 処 理 を 施 す た
め の Ｄ Ｓ Ｐ （ デ ジ タ ル 信 号 プ ロ セ ッ サ ） ３ ３ 、 １ フ レ ー ム の 映 像 デ ー タ を 記 憶 す る 映 像 メ
モ リ ３ ４ 、 Ｄ ／ Ａ 変 換 器 ３ ５ 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 に 接 続 さ れ る モ ニ タ ３ ６ が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 上 記 先 端 部 ２ ２ に 配 置 さ れ た ア ク チ ュ エ ー タ ２ ８ Ａ ， ２ ８ Ｂ を 駆 動 す る た め の ア ク
チ ュ エ ー タ 駆 動 回 路 ３ ８ が 設 け ら れ る 。 な お 、 上 述 し た Ｃ Ｄ Ｓ ／ Ａ Ｇ Ｃ 回 路 ３ １ か ら ア ク
チ ュ エ ー タ 駆 動 回 路 ３ ８ ま で の 回 路 は 、 電 子 内 視 鏡 と プ ロ セ ッ サ 装 置 の い ず れ か に 振 り 分
け ら れ て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の よ う な 電 子 内 視 鏡 装 置 に お い て 、 上 記 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ３ ２ の 出 力 映 像 信 号 を 入 力 し 、 こ
の 映 像 信 号 （ 輝 度 信 号 等 ） の 高 周 波 成 分 を 取 り 出 す Ｂ Ｐ Ｆ （ 帯 域 通 過 フ ィ ル タ ） 部 ４ ０ が
設 け ら れ て お り 、 こ の Ｂ Ｐ Ｆ 部 ４ ０ で は 通 過 帯 域 （ 中 心 周 波 数 ） の 異 な る 二 つ の Ｂ Ｐ Ｆ に
よ っ て 焦 点 （ 又 は コ ン ト ラ ス ト ） を 評 価 す る た め の 二 種 類 の 高 周 波 成 分 （ 第 １ と 第 ２ の 高
周 波 検 波 信 号 ） を 取 り 出 し て い る 。 ま た 、 電 子 内 視 鏡 又 は プ ロ セ ッ サ 装 置 の 全 体 の 制 御 を
統 括 す る マ イ コ ン ４ ２ が 設 け ら れ 、 こ の マ イ コ ン ４ ２ の 中 に 、 ハ レ ー シ ョ ン 判 定 部 ４ ２ Ａ
と パ ッ シ ブ オ ー ト フ ォ ー カ ス （ Ａ Ｆ ） 制 御 部 ４ ２ Ｂ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
上 記 ハ レ ー シ ョ ン 判 定 部 ４ ２ Ａ は 、 上 記 Ｂ Ｐ Ｆ 部 ４ ０ か ら の 出 力 （ 又 は Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ３ ２
か ら の 出 力 で も よ い ） に 基 づ い て 撮 像 エ リ ア （ 領 域 ） 内 の ハ レ ー シ ョ ン 状 態 を 検 出 、 判 定
す る 。 即 ち 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 実 施 例 で は 撮 像 エ リ ア （ 表 示 エ リ ア ） Ｅ １ を ８ 分 割
し た エ リ ア Ａ ～ Ｈ を 測 距 エ リ ア と し て 設 定 し て お り 、 こ の 測 距 エ リ ア Ａ ～ Ｈ の そ れ ぞ れ に
お い て 、 輝 度 信 号 に 相 当 す る 上 記 Ｂ Ｐ Ｆ 部 ４ ０ か ら の 出 力 信 号 の レ ベ ル が 予 め 設 定 し た し
き い 値 ａ よ り も 小 さ い （ レ ベ ル ≦ ａ ） か 否 か を 比 較 す る こ と に よ り ハ レ ー シ ョ ン 状 態 で あ
る か 否 か が 判 定 さ れ る 。 ま た 、 上 記 パ ッ シ ブ Ａ Ｆ 制 御 部 ４ ２ Ｂ は 、 上 記 ハ レ ー シ ョ ン 判 定
部 ４ ２ Ａ の 出 力 に 基 づ き 、 ハ レ ー シ ョ ン が 生 じ て い な い 場 合 は 、 例 え ば 全 て の 測 距 エ リ ア
Ａ ～ Ｈ の 高 周 波 信 号 か ら 焦 点 評 価 演 算 （ 焦 点 電 圧 演 算 或 い は コ ン ト ラ ス ト 評 価 演 算 ） を 行
い 、 例 え ば 測 距 エ リ ア Ｈ に お い て ハ レ ー シ ョ ン が 生 じ て い る 場 合 は 、 こ れ を 除 い た 測 距 エ
リ ア Ａ ～ Ｇ の 高 周 波 信 号 か ら 焦 点 評 価 演 算 を 行 い 、 山 登 り 動 作 に よ っ て パ ッ シ ブ オ ー ト フ
ォ ー カ ス が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ３ に は 、 オ ー ト フ ォ ー カ ス 制 御 の 山 登 り 動 作 が 示 さ れ て お り 、 こ の 制 御 で は 、 演 算 さ れ
た 焦 点 評 価 値 （ 焦 点 電 圧 ） か ら 山 登 り の 方 向 が 決 定 さ れ 、 例 え ば 矢 示 Ｃ の よ う に 遠 距 離 （
∞ ） か ら 至 近 距 離 へ 向 け て 可 動 レ ン ズ ２ ５ ， ２ ６ の 位 置 を 動 か し 、 レ ン ズ 位 置 が Ｐ ２ か ら
Ｐ ３ へ 移 動 し て 焦 点 評 価 値 が 低 下 す る と き を 把 握 す る こ と に よ り 、 焦 点 深 度 Ｆ 内 に レ ン ズ
２ ５ ， ２ ６ を 移 動 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-294788 A 2004.10.21



実 施 例 は 以 上 の 構 成 か ら な り 、 そ の 作 用 を 図 ５ の 参 照 の 下 に 説 明 す る 。 ま ず 、 こ の 例 の 電
子 内 視 鏡 装 置 で は 、 図 １ の Ｃ Ｃ Ｄ ２ ７ に て 被 観 察 体 内 を 撮 像 す る こ と が で き 、 そ の 後 段 の
Ｃ Ｄ Ｓ ／ Ａ Ｇ Ｃ 回 路 ３ １ ～ Ｄ ／ Ａ 変 換 器 ３ ５ の 回 路 に よ る 映 像 処 理 を 経 て 、 モ ニ タ ３ ６ の
画 面 に 被 観 察 体 の 映 像 が 表 示 さ れ る 。 ま た 、 不 図 示 の 変 倍 ス イ ッ チ （ ズ ー ム ス イ ッ チ ） を
操 作 す る と 、 可 動 レ ン ズ ２ ５ ， ２ ６ が 変 倍 位 置 及 び ピ ン ト が 合 う 位 置 に 駆 動 さ れ 、 光 学 的
に 拡 大 し た 被 観 察 体 像 が Ｃ Ｃ Ｄ ２ ７ で 撮 像 さ れ る こ と に よ り 、 モ ニ タ ３ ６ の 画 面 に 拡 大 し
た 被 観 察 体 の 映 像 が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
そ し て 、 図 ５ の Ｓ ｔ ｅ ｐ １ ０ １ に 示 さ れ る よ う に 、 マ イ コ ン ４ ２ に て オ ー ト フ ォ ー カ ス 動
作 指 示 を 受 け る と 、 Ｓ ｔ ｅ ｐ １ ０ ２ で は 可 動 レ ン ズ ２ ５ ， ２ ６ の 位 置 デ ー タ が 読 み 込 ま れ
、 次 の ｓ ｔ ｅ ｐ １ ０ ３ 及 び １ ０ ４ に て 第 １ 高 周 波 検 波 信 号 と 第 ２ 高 周 波 検 波 信 号 が 入 力 さ
れ る 。 次 い で 、 Ｓ ｔ ｅ ｐ １ ０ ５ で は 、 上 記 第 １ 高 周 波 検 波 信 号 の 図 ３ の 測 距 エ リ ア Ａ ～ Ｈ
の 信 号 レ ベ ル が し き い 値 （ 設 定 値 ） ａ よ り も 小 さ い か 否 か が 判 定 さ れ 、 一 方 の Ｓ ｔ ｅ ｐ １
０ ６ で は 上 記 第 ２ 高 周 波 検 波 信 号 の 測 距 エ リ ア Ａ ～ Ｈ の 信 号 レ ベ ル が し き い 値 ａ よ り も 小
さ い か 否 か が 判 定 さ れ 、 し き い 値 ａ 以 下 （ レ ベ ル ≦ ａ ） が 判 定 さ れ た と き は 共 に Ｓ ｔ ｅ ｐ
１ ０ ７ へ 移 行 し 、 し き い 値 ａ 以 上 （ レ ベ ル ＜ ａ ） が 判 定 さ れ た と き は 、 Ｓ ｔ ｅ ｐ １ ０ ８ ，
１ ０ ９ へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
上 記 Ｓ ｔ ｅ ｐ １ ０ ７ で は 、 全 て の 測 距 エ リ ア Ａ ～ Ｈ （ こ こ で は 、 全 て で は な く 例 え ば 中 心
部 の Ｅ ～ Ｈ の エ リ ア の み に 限 定 す る 等 の 変 更 も 可 能 で あ る ） に よ る 焦 点 評 価 演 算 が 行 わ れ
、 上 記 Ｓ ｔ ｅ ｐ １ ０ ８ ， １ ０ ９ で は ハ レ ー シ ョ ン を 起 こ し た エ リ ア を 除 い た 状 態 で 焦 点 評
価 演 算 が 行 わ れ る 。 例 え ば 、 図 ４ に 示 さ れ る よ う に モ ニ タ ３ ６ の 画 面 で ハ レ ー シ ョ ン が Ｈ
ａ の 部 分 で 生 じ 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に Ｄ と Ｈ の エ リ ア で し き い 値 ａ 以 上 で あ る こ と が 判
定 さ れ た 場 合 は 、 残 り の Ａ ～ Ｃ 及 び Ｅ ～ Ｇ の 測 距 エ リ ア に よ る 焦 点 評 価 演 算 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
次 に 、 Ｓ ｔ ｅ ｐ １ １ ０ で は 、 上 記 の 焦 点 評 価 演 算 で 得 ら れ た 焦 点 評 価 値 に 基 づ い て 合 焦 し
て い る か 否 か が 判 定 さ れ 、 Ｙ （ Ｙ Ｅ Ｓ ） の と き は 元 へ 戻 り 、 Ｎ （ Ｎ Ｏ ） の と き は Ｓ ｔ ｅ ｐ
１ １ １ に て 山 登 り 動 作 方 向 が 決 定 さ れ 、 次 の Ｓ ｔ ｅ ｐ １ １ ２ に て レ ン ズ 動 作 が 実 行 さ れ る
。 即 ち 、 遠 距 離 （ ∞ ） か ら 至 近 距 離 へ 向 か う 方 向 又 は 至 近 距 離 か ら 遠 距 離 へ 向 か う 方 向 の
い ず れ か で 、 焦 点 評 価 値 が 向 上 す る 方 向 を 決 定 し 、 こ の 決 定 方 向 へ 向 け て 可 動 レ ン ズ ２ ５
， ２ ６ を 移 動 さ せ 、 Ｓ ｔ ｅ ｐ １ ０ ２ へ 戻 る 。 こ の よ う な 動 作 を 繰 り 返 す こ と に よ り 、 可 動
レ ン ズ ２ ５ ， ２ ６ が 最 終 的 に 合 焦 の 位 置 に 移 動 す る こ と に な り 、 こ の 結 果 、 被 観 察 体 に 良
好 に ピ ン ト の 合 っ た 映 像 又 は 拡 大 映 像 を モ ニ タ ３ ６ 上 に 表 示 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の よ う に し て 、 当 該 実 施 例 で は 、 測 距 エ リ ア に お い て 、 高 周 波 成 分 が 存 在 せ ず 焦 点 評 価
が で き な い ハ レ ー シ ョ ン 部 分 を 除 外 し て 、 オ ー ト フ ォ ー カ ス 制 御 を す る よ う に し た の で 、
オ ー ト フ ォ ー カ ス の 制 御 が 精 度 よ く 行 わ れ 、 ま た 山 登 り 動 作 の 頂 点 （ 焦 点 評 価 の 最 大 値 ）
付 近 で の 合 焦 動 作 の ハ ン チ ン グ を 誘 発 す る こ と も な い と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 撮 像 エ リ ア 内 の 複 数 の 分 割 エ リ ア の 信 号 レ ベ ル が
ハ レ ー シ ョ ン レ ベ ル に あ る か 否 か を 判 定 し 、 ハ レ ー シ ョ ン レ ベ ル に あ る 分 割 エ リ ア の 存 在
を 判 定 し た と き は 、 そ の 分 割 エ リ ア を 除 い た エ リ ア の 高 周 波 信 号 に 基 づ い て パ ッ シ ブ オ ー
ト フ ォ ー カ ス 制 御 を 実 行 す る よ う に し た の で 、 ハ レ ー シ ョ ン が 発 生 す る 場 合 で も 精 度 の よ
い 合 焦 状 態 を 得 る こ と が で き 、 電 子 内 視 鏡 の 特 に 拡 大 映 像 に お い て ピ ン ト の 合 っ た 鮮 明 な
被 観 察 体 像 が 表 示 、 観 察 可 能 に な る と い う 効 果 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る オ ー ト フ ォ ー カ ス 機 能 を 備 え た 電 子 内 視 鏡 装 置 の 構 成 を 示
す 回 路 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 の 撮 像 エ リ ア に お い て 設 定 さ れ る 分 割 測 距 エ リ ア を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 実 施 例 の オ ー ト フ ォ ー カ ス に お け る 山 登 り 動 作 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 例 の モ ニ タ 画 面 上 で の ハ レ ー シ ョ ン 部 分 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 例 の マ イ コ ン で の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 電 子 内 視 鏡 先 端 部 の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ， ２ ２ … 内 視 鏡 先 端 部 、
１ ０ ， ２ ５ … 第 １ 可 動 レ ン ズ 、
１ １ ， ２ ６ … 第 ２ 可 動 レ ン ズ 、
２ ８ Ａ ， ２ ８ Ｂ … ア ク チ ュ エ ー タ 、
３ １ … Ｃ Ｄ Ｓ ／ Ａ Ｇ Ｃ 回 路 、 　 ３ ３ … Ｄ Ｓ Ｐ 、
３ ８ … ア ク チ ュ エ ー タ 駆 動 回 路 、
４ ０ … Ｂ Ｐ Ｆ 部 、 　 　 　 　 　 ４ ２ … マ イ コ ン 、
４ ２ Ａ … ハ レ ー シ ョ ン 判 定 部 、
４ ２ Ｂ … パ ッ シ ブ Ａ Ｆ 制 御 部 、
Ａ ～ Ｈ … 分 割 測 距 エ リ ア 。
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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摘要(译)

解决的问题：即使发生光晕，也要获得高精度的聚焦状态。 在微型计算
机42中设置有光晕确定单元42A和被动AF控制单元42B。在光晕确定单
元42A中，确定成像区域内的多个测距区域的信号电平是否处于光晕电
平。 在被动AF控制单元42B中，当在光晕水平处确定距离测量区域时，
通过从BPF单元40输出的高频信号在除距离测量区域之外的区域中执行
聚焦AF计算， 基于该聚焦评估值，执行通过爬山操作的被动自动聚
焦。 结果，可以获得清晰，清晰的聚焦图像。 [选型图]图1
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